
本レポートは、信金中金の海外駐在員等が最新のトピックスについて報告します。今回のトピッ

クスは「マレーシアの IT ビジネス環境」になります。お取引先との意見交換時に、本稿をご参考

いただけたら幸いです。 
 

 
1．マレーシアの ITビジネス環境 

(1) ASEAN 主要国と比較したマレーシアの IT ビジネス環境の評価 ASEAN 主要国と比

較するとマレーシアはスタートアップの数で第 4 位、2020 年における投資件数でシンガ

ポール、インドネシアに次ぐ第 3 位となっております。シンガポールは IT 都市として国

際的に高い評価を得ていること、インドネシアはマレーシアより人口が 8.5 倍であること

を踏まえると、マレーシアの 3 位は高く評価することができ、ASEAN 内ではスタートア

ップ先進国と言えます。また、政府系を中心にベンチャーキャピタルも存在するため、小

規模スタートアップにとっては資金調達環境も整備されています。一方、事業規模が大き

いスタートアップは少なくなっています。事業規模が大きくなるとグローバル展開を検討

し始めるとともに、資金調達局面で投資できるベンチャーキャピタルが減少することから、

大型の資金調達が行いやすく、グローバル環境が整うシンガポール等に移転するケースが

発生しています。事業規模の大きいスタ

ートアップのサポート環境整備は課題

となっています。 

 

 

(2) デジタル人材育成の環境 

マレーシアでは官民学連携でデジタ

ル人材の育成に取組んでおり、デジタル

人材育成の環境は整備されています。 

人的資源省傘下と通信・マルチメディ

ア省傘下のそれぞれの政府関係機関が、 
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表１：ASEAN 各国におけるスタートアップの数

*2007 年 1月 1日~2017 年 12月 31日創業の SU を対象 

出典：表 1 METI＜平成 29 年度アジア産業基盤強化等事業 (日 ASEAN スタートアップ事業環境調査)＞ 

表2 は JETRO ＜アジア新興国における競争力強化に資するスタートアップ投資に関する調査＞を基に作成 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 
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